
令和元年度 東北地方ダム管理フォローアップ委員会 
議 事 概 要 

開催日時：令和 2年 2月 20 日 

      開催場所：仙台合同庁舎 Ｂ棟 大会議室 

 議題：定期報告（案）に関する共通事項 

【指摘事項】 

▶洪水調節方法について、近年の気候変動も踏まえた柔軟な対応を検討すること。 

▶水質対策検討（特にカビ臭対策）については、有効な対策方法などを共有して欲し

い。 

▶ダム湖の汚濁負荷については、流集域（上流域）の負荷発生状況の把握が重要であ

る。 

▶大腸菌群数については、上流域の浄化槽の維持管理、消毒等の問題（浄化槽法第 11

条等）もあり、を地元市町村と連携した丁寧な対応が重要である。 

▶生物調査結果について、変化を丁寧に分析評価して欲しい。 

▶ダム水源地の潜在能力など発揮できるよう、アニバーサリーなどの機会や水力発電

などの資源を効果的・効率的に発信をして欲しい。 

▶フォローアップ委員会で蓄積したデータで、将来のダム情報の予測や検討をして欲

しい。 

▶植生把握は広がり面積的評価が大切であり、広げない対策が重要となるので取り組

んで欲しい。 

 

 議題：（１）田瀬ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項】 

▶ダム湖の水質保全のため、流域市町村等と連携した負荷軽減へ取り組んで欲しい。 

 

 議題：（２）白川ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項】 

▶渇水経験を活かして、次期渇水に備えた事前の取水量調整を行う体制づくりに取り

組んで欲しい。 

▶貯砂ダムと植生群落の関係性を踏まえた計画的な掘削対応を行って欲しい。 

 

 議題：（３）寒河江ダム定期報告（案）に関する事項 

【指摘事項】 

▶濁水の要因を検討する際は、有機質・無機質の分析も重要となる。その結果を上流

域の発生源対策にもつなげることが出来ると考えられる。併せて、水深（鉛直）方向

の水深毎の採水と分析により、上流域の汚濁源の要因や対策が可能となることがあ

る。 

 

 議題：（４）津軽ダムモニタリング調査報告（案） 

【報告事項】 

▶津軽ダムの調査結果・分析状況を踏まえ、今後ダム管理フォローアップの審議に切

り替えモニタリング委員会の解散を了承する。 

   

                                 以 上 


